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研究成果の概要（和文）： 本研究では、短期睡眠行動療法の教育システム構築を通じて精神療法の効率的教育の必要
条件抽出を行った。研修会を複数回行い、質的データとして一つの治療要素について何度も反復したロールプレイを行
うことが治療実施に関する自信を高めること、詳細な治療者向けマニュアルが精神療法実施には必須と考えられること
、患者に対してより分かりやすい用語を用いることが精神療法施行に必須と考えられることを明らかとした。
 また短期睡眠行動療法がQuality of Lifeのある側面には有意に改善をもたらすこと、また精神療法の無作為割り付け
対照試験でも注意深い計画と確かな研究遂行があればブラインドを担保できることを証明した。

研究成果の概要（英文）： The study have investigated essential components for effective education of psych
otherapy through development of education system of brief behavioral therapy for insomnia. From qualitativ
e data in workshops of the psychotherapy, we have revealed that repetitive role-playing can enhance therap
ists' self-confidence in conduct of psychotherapy, and detailed manual for therapists and simple explanati
ons of psychotherapy for patients are vital for better conduct of psychotherapy.
 We have also showed that brief behavioral therapy for insomnia can lead to improvement in some aspects of
 Quality of Life among depressed patients, and that raters in a psychotherapy trial can be successfully bl
inded, when a procedure is carefully planned and sufficient effort in conducting it is made.
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１．研究開始当初の背景 
 
不眠はうつ初期症状として最も良く見られ、
うつが多少改善した後も残存してうつ再発
の大きな危険因子である。われわれは既に不
眠認知行動療法から必須要素を抽出して改
良した短期睡眠行動療法を開発して 8週間の
無作為割り付け対照試験(RCT)を行ない、そ
の有効性を証明した(Watanabe et al, J Clin 
Psychiatry, 2011)。 
 しかしながら、精神療法の普及のためには
質の担保された治療者を育成する必要があ
る。効率よくこれを行うためには、研修会や
スーパービジョン等の教育システムを確立
する必要があるが、不眠の認知行動療法に関
するこのようなシステムはわが国にはまだ
例がなく、また精神療法の教育のために必要
な要素も十分に検討されていない。 
 さらに、短期睡眠行動療法の不眠・うつを
アウトカムとした有効性は証明されたが、
Quality of Life など患者の生活の質全体に
よい効果をもたらすかも明らかになってい
ない。 
 また精神療法全体の研究の質という観点か
らは、全ての介入研究では妥当性を担保する
ためにはブラインドを担保した無作為割り
付け対照試験が必要とされている。精神療法
の無作為割り付け対照試験では、患者・治療
者をブラインドにするのが難しく、アウトカ
ム評価者をブラインドにすることが推奨さ
れる。しかし、精神療法の無作為割り付け対
照試験で本当にアウトカム評価者のブライ
ンドは保たれるのか、またもしそれが保たれ
ないとするならばそれをもたらす原因は何
か、ということは世界でも十分に明らかにさ
れているとは言えない。 
 
 
２．研究の目的 
実際の精神療法教育システムの構築を通
じて、その知識量の推移に関して量的検証を
行って、そのシステムが有効に機能している
か確認をする。また有効に機能しているので
あれば、その精神療法の教育システムに関す
る必要要素を、質的データとして抽出する。 
  第二に過去の我々の研究により、うつ・不
眠に関する有効性が証明された短期睡眠行
動療法に関して、患者の Quality of Life に
対する影響を明らかにする。 
また最後に、精神療法の無作為割り付け対
照試験では、アウトカム評価者のブラインド
は保たれるのか、またもしそれが保たれない
とするならばそれをもたらす原因を探索す
る。 
 
 
３．研究の方法 
 
2011 年 12 月に名古屋、2012 年 5 月に東京
にて、精神科医・精神科看護師・臨床心理士・

精神保健福祉士で希望したものを対象に2日
間の不眠・短期睡眠行動療法の研修を行った。
さらにこの研修会前後に、不眠・CBT・不眠
の CBT の知識量を 30 点満点で評価し、これ
らを対応のある t検定を行うことで、有意な
知識変化が生じるかどうかを検討した。 
研修会後の評価では，研修会に対する満足
度や改善点に関するアンケートを実施して，
質的データを抽出することで研修をより効
果的に行うための要素を分析した。 
 短期睡眠行動療法の Quality of Life に対
する有効性や、精神療法の無作為割り付け対
照試験におけるアウトカム評価者のブライ
ンド性に関する検討では、我々の過去の研究
を詳細に再分析することで検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
研修会後には研修会前と比べて，統計学的
有意(p<0.05)に知識量が増加した (下図)。 

質的データとして、一つの治療要素につい
て何度も反復したロールプレイを行うこと
が治療実施に関する自信を高めること、詳細
な治療者向けマニュアルが精神療法実施に
は必須と考えられること、患者に対してより
分かりやすい用語を用いることが精神療法
施行に必須と考えられることを明らかにし
た。 
 また短期睡眠行動療法の無作為割り付け対
照試験の再分析では、この治療が Quality of 
Life の身体機能、社会生活機能、心の健康な
どの側面には有意に改善をもたらすことが
明らかとなった(下図)。 

 
精神療法の無作為割り付け対照試験では、ブ
ラインド化されるよう、努力された評価者の
予想割り付け群と実際の割り付け群の一致



率は 63.5% 、カッパ値は 0.28 (95%信頼区間 
0.08-0.49)であった。これは、一致は偶然作
用で起こったと考えられる範囲であった。ま
た、一致した場合にどのような要因がそれに
つながったか見たところ「直観」という理由
のみが統計学的有意を伴い、他の要素に有意
差はなかった(下図)。 

 
結果として、注意深い計画と確かな研究遂
行があれば、精神療法の無作為割り付け対照
試験でもブラインドを担保できることが証
明された。 
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